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秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画の策定について

１ 秋田市の高齢化の現状と推移予測

秋田市の人口は、平成 2 2 ( 2 0 1 0 ) 年に 3 2 4 ,377人で、 1 7 ( 2 0 0 7 ) 年

国勢調査人口の3 3 3 ,109人から５年間で8 ,732人減少した。今後はこ

れを上回るペースで人口が減少していくと予測される。

また平成2 2年の年齢３区分別人口の割合は、年少人口( 0歳～1 4歳）

が1 2 .31％、生産年齢人口( 1 5歳～ 6 4歳 )が 6 3 .67％、高齢者人口( 6 5

歳以上 )が 2 4 .02％で、今後は、年少人口および生産年齢人口が減少

傾向にある一方で、高齢者の人口は一貫して増加し、平成3 7 ( 2 0 2 5 )

年には高齢者人口が3 4 .19％となり、およそ３人に１人が高齢者とな

る。

県都『あきた』成長プラン（平成２３年３月）より抜粋

年齢３区分別人口の推移
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2010年 （平成22年） 324,377 152,836 171,541 39,945 206,528 77,904 12.31% 63.67% 24.02%

2015年 （平成27年） 310,432 145,755 164,677 35,467 187,782 87,183 11.43% 60.49% 28.08%

2020年 （平成32年） 294,720 137,856 156,864 31,144 170,537 93,039 10.57% 57.86% 31.57%

2025年 （平成37年） 277,791 129,357 148,434 26,864 155,949 94,978 9.67% 56.14% 34.19%

2030年 （平成42年） 260,128 120,495 139,633 23,543 141,869 94,716 9.05% 54.54% 36.41%

推計年次
全体人口 年齢（３区分）別人口 年齢（３区分）別割合
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２ エイジフレンドリーシティとグローバルネットワークについて

エイジフレンドリーシティとは、世界的高齢化・都市化・都市の高齢化に対応

するため、ＷＨＯ（世界保健機関）によって提唱されたプロジェクトで、「高齢

者にやさしい都市」という意味である。

同プロジェクトは、世界２２か国３３都市で実施した、高齢者に関する聞き取

り調査結果から、高齢者にやさしい都市を実現するために、検証が必要なトピッ

クを次の８つにまとめた。さらに８つのトピックに関する「高齢者にやさしい都

市に不可欠な特徴の８４のチェックリスト」を作成し、各都市が自己診断するた

めのツールとして示した。

１．屋外スペースと建物

２．交通機関

３．住居

８つのトピック ４．社会参加

５．尊敬と社会的包摂

６．市民参加と雇用

７．コミュニケーションと情報

８．地域社会の支援と保健サービス

ＷＨＯは、エイジフレンドリーシティを推進する都市への支援や都市同士の連携

を図ることを目的に、２０１０年、エイジフレンドリーシティグローバルネットワ

ークを設立し参加を呼びかけた。

ＷＨＯグローバルネットワークサイクル

３ 行動計画について

秋田市は、超高齢社会を見据えた対応として、「エイジフレンドリーシティの

実現」を推進している。平成23年12月、日本国内初のグローバルネットワーク参

４ ５年サイクルでの

継続的な改善

１～２年目 ３～５年目

１ 計画段階

・高齢者が参加するしくみづくり

・エイジフレンドリー度評価の実施

・行動計画づくり

・評価指標の設定

２ 実施段階

・行動計画の実施

・進捗状況のチェック

３ 評価段階

・進捗状況の評価

・成功事例と今後の課題の確認

・WHOへの報告書の提出
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加都市となり、今後はＷＨＯが示すネットワークサイクルに基づき、エイジフレ

ンドリーシティを推進する。

ＷＨＯはグローバルネットワークにおいて、参加都市が「高齢者をはじめとす

る市民が計画、実施、検証のあらゆる段階に主体的に参加していること」を重要

なポイントとしている。そのため「高齢者を策定過程のみならずあらゆる段階に

参加させていくための仕組みづくり」を構築し、この仕組みを取り入れた行動計

画を策定する必要がある。

秋田市のネットワークサイクル期間は、平成24年４月１日から平成29年３月31

日までの５年間とされている。ただし、計画段階のプロセスは２年以内に完了し

なければならないため、行動計画は平成26年４月１日までにＷＨＯに提出する必

要がある。

４ グローバルネットワークの加盟状況

平成24年７月時点で、加盟都市は１８か国１００都市を超えている（ＷＨＯ担

当者からのメール情報）。ＷＨＯは今年中に、加盟都市同士の連携や情報交換の

ためのウエブサイトを立ち上げる予定である。これにより今後、各都市の進捗状

況や取組内容、行動計画などの情報を容易に入手することが可能となる。

５ これまでの取組経過

Ｈ21 10月～３月 ・庁内関係課所室職員による庁内勉強会の開催

年度 ・各種調査結果、既存データを収集し、勉強会報告書を作成

Ｈ22 ６月 ・庁内職員による秋田市エイジフレンドリーシティ構想推進

年度 庁内連絡会を開催（10月に２回目開催）

７月 ・外部委員による秋田市エイジフレンドリーシティ構想推進

協議会を設置、開催（H24年６月までに計７回開催）

・推進のためのアンケート調査実施(８月取りまとめ）

７～８月 ・推進のための聞き取り調査実施(１８回実施）

２月 ・エイジフレンドリーシティ構想推進協議会中間報告(案）を

作成し、市民１００人会および市議会から意見聴取

Ｈ23 ４月 ・秋田市総合計画「県都『あきた』成長プラン」で、成長戦

年度 略のひとつに「エイジフレンドリーシティの実現」を設定

（計画期間：平成２３年度～２７年度）

６月 ・秋田市エイジフレンドリーシティ構想推進協議会が「秋田

市エイジフレンドリーシティ（高齢者にやさしい都市）構

想に関する提言書」を秋田市長に手交

９月 ・秋田市エイジフレンドリーシティフォーラムを、秋田拠点

センターアルヴェで開催

11月 ・国際高齢者団体連盟（ＩＦＡ）事務局長ジェーン・バラッ

トさんを招聘し、下記事業を開催

①エイジフレンドリーシティ構想庁内研修会
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②市中心市街地におけるアセスメントおよび意見交換会

③エイジフレンドリーシティ講演会

・ＷＨＯグローバルネットワークに秋田市が参加登録

12月 ・秋田市のＷＨＯグローバルネットワーク参加登録申請を、

ＷＨＯが正式に受理

Ｈ24 ４月 ・秋田市のグローバルネットワークサイクルがスタート

５月 ・第１１回ＩＦＡ高齢化国際会議（チェコ共和国プラハ）に

出席し、穂積市長が秋田市の取組を発表

７月 ・秋田市エイジフレンドリーシティ構想推進協議会を廃止

６ 秋田市エイジフレンドリーシティ構想推進協議会の「秋田市エイジフレンドリ

ーシティ（高齢者にやさしい都市）構想に関する提言書」

推進協議会の提言書では、８つのトピック別に今後市として取り組むべき具体

的な課題について協議した内容をまとめたほか、更に重点的に取り組むべき課題

として、以下の４点を挙げている。

■高齢者や高齢社会に関するマイナスイメージの払拭とプラスイメージの創出

■バリアフリー化の推進

■交通手段の確保

■高齢者の孤立防止

７ 秋田市総合計画「県都『あきた』成長プラン」の成長戦略

平成23年度からスタートした秋田市総合計画「県都『あきた』成長プラン」に

おいて、「エイジフレンドリーシティ (高齢者にやさしい都市）の実現」を成長

戦略のひとつに位置づけ、一体的かつ集中的に推進することとしている。
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